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1.鉄道・路線バスを軸とした公共交通ネットワークの構築に対応した取組み

幹線と支線により構成されるゾーンバスシステムの導入や駅や生活拠点を中心とした幹線バス路
線に再編する。

 重複するバス路線を集約化することで、効率化を実現。
 各ゾーンでの需要に応じたサービス水準を見直すことによる、全体的なサービス向上。

効果

A-1-1：幹線バス路線の再編

岩手県盛岡市

主に住宅地を運行する支線バスと市中心部へ向かう基幹バスから成り立ち、途中に設置するミニ
バスターミナルで乗り換えるシステム。

出典：国土交通省

郊外部にミニ
バスターミナル

を整備

都市部と郊外部を結ぶ
基幹バスの運行

郊外部住宅地で
の支援バス運行

導入事例

幹線と支線により路線の
効率化を図る

ゾーンバスの考え方
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1.鉄道・路線バスを軸とした公共交通ネットワークの構築に対応した取組み

人口が集中している地域を中心に、駅や市庁舎、医療福祉施設、教育文化施設等、生活エリアを
循環するバスを導入する。

 生活圏内の公共交通機関での移動の確保による、移動制約者への対応。
 中心市街地での生活利便性向上。

導入事例

効果

A-1-2：循環バス導入の検討

静岡県掛川市：
中心市街地循環バス

• 北回りと南回りがあり、45分
間隔で1日に19便ずつ運行。

• 運賃は100円前払い均一制。
• 市民によって市街地循環バス

の運行維持を図る為に「サポ
ート会員制」を導入し、1年間
有効の、10,000円で家族や企
業内で自由に共有利用がで
きるパスを発行。

出典：国土交通省事例集
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1.鉄道・路線バスを軸とした公共交通ネットワークの構築に対応した取組み

市内各地域における拠点を中心に、鉄道や幹線バスと自動車や自転車、支線バス等の多様な交
通手段の乗り継ぎをし易くするために、駅前広場整備や快適な待合環境の整備等の交通結節機能
強化を検討する。

 鉄道やバスへの乗り継ぎ利便
性が向上することで、公共交通
利用が促進。

効果

A-2-1：乗換拠点の整備検討

埼玉県ときがわ町

路線バス、デマンド交
通を乗り継ぐバスター
ミナルを町内の体育セ
ンターであるせせらぎ
ホールに設置。

導入事例

駅へのアクセス道路が十分でない場所において、道路の拡幅整備などを検討する。

 自動車や自転車、徒歩での駅アクセス性が向上し、公共交通利用が促進。

効果

A-2-2：駅へのアクセス道路の整備

出典：ときがわ町ＨＰ
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